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Absiract As C.A. Schten pointed out ear1ier， the Roman Catholic Sacrifice of白色 Massis at the 

center of the poem，"Christs bloody sweat" by Robert Southwell， S.J. (1561-1595). During his 

formation as a Jesuit， Southwell meditated much on仕lepains of martyrdom by using the Ignatian 

composition of place. In Part 1 of出isessay， 1 wi11 explore how his contempor紅 yRoman 

Catholic ma均rrologiesshaped his persecutory imagination in prep釘 inghis own mission to 

Protestant England， after expl泊ningsome historica1 backgrounds of th吉田izabethanpolitico-

religious controv邑rci自S.

1.作品

カトリック司祭で、イエズス会士の詩人口パート・

サウスウェルは、 1561年、英国ノーフォーク州

Horsham St. Faithに誕生、まだ14歳の1576年、

Douailこ渡航して、カトリックとしての教育を受け、

1578年にはイエズス会入会、ローマの修練院を経て、

1581年にはローマの英国学寮に移り、司祭叙階を受

けている。カトリック宣教の命を受けたサウスウェ

ルI立、 1586年7月78(0.S.)、十年ぶりに母国の土を

踏むが、当時激しさを増していたエリザベス政府の

カトリッタ弾圧を忍びつつ、 6年の宣教活動の後、

不明であるが、これらは全て、彼が1586年7月に帰

国してから1592年6月に逮捕されるまでに警かれた

ものであることが知られている。 z逮捕後は、 1593年

4月!こSirRobert Cecil9aて書簡をしたためた以外は、

一切の筆記用具を許されていなかったためである。

度重なる拷問の末、ロンドン塔に移されたサウスウェ

ルが独房に持ち込むことを許されたのは、わずかに

聖書、聖ベルナルドの著作集、そして翠務自課だけ

であったと伝えられている。 3サウスウェルと共に英

国によ躍し、宣教活動の苦しみを分かち合った同志

のイエズス会士HenryGarnetの元!こ、サウスウェル

の殉教後届けられたこの遺品の襲務自課には、ピン

41 

1592年6月26日には当局によって遼様拘留、 1595年

2月21目、反逆者としてTyburneで処刑されている。

33才の若さであっ'たという。 1カトリック教会は彼の

霊性を認めて、 1929年に列福、続いて1970年に列裂

しているが、本考でI立、サウスウェルが英国で使徒

職として執筆した詩のうち、特!こ"Christsbloody 

の引っ掻き傷で、 "MyGod， and my all"と刻んであっ

たというe 4このガーネットもまた、火薬嬢弾事件に

巻き込まれて1606年に処刑されることになる。

sweat"をめく。り、当時のカトリック掬教者の記録や、

論争パンフレツトを参考にしながら、彼が自ら執筆

したこの誌をいかに生きたか辿ってみることにする。

サウスウェルが執筆した、 "Christsbloody 

sweat"をはじめとする、一連の短い英語音寺の年代は

さて、以下lこ"Christsbloody sweat"の全体を擬観

してみよう。

FAT soile， full spring， sweete olive， grape of 

blisse， 

That yeeldsヲthatstreams， that pours， that dost 

distil， 

Untild， undrawne， unstampt， untoucht of 
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Evansによると、サウスウェルは、迫害される信

仰者を、 「自然」と「恩恵」がもたらす最上のもの

と考えており、そのまま永遠の御園で神に仕えるに

ふさわしいものとしていた.獄中にあったカトリッ

ク有力貴族のPhilipHowardlこ宛てたEpistle01 

Comfort (1587-1沼8)でも、迫害される信者を果物

のイメージで表現している.6

"Christs bloody sweat"第1-4行においても問機!こ、

迫害される信仰者を肥沃な大地、ほとばしる泉、熟

したオリーブやぶどうなど、南国を恩わせる「自然J

の恵みに喰える。これらの「自然」もまた、神の「恩

恵Jの充満としての生命が持つ豊かさを兼ね備え、

雫がきらめくようなイメージが重ねられていく。サ

ウスウェルは、雫をめぐって、 "distil"、 "dew"、

" dropp"等の単語をよく使っているが、これらは、

いつも神の「恩恵」、更に告解の秘跡に関連した改

俊の涙も象徴すると言われている。?

さて第1スタンザ第1・4行を受けたすぐ次!こ、

"Untild， undrawne， unstampt， untoucht of presse" 

と、未然ではあるが、行為は既に想定されている否

定形が畳みかけるように並置されており、間近に迫

る迫害者の暴力のイメージが交錯して、切迫したリ

ズムを構成する。耕されて鍬痕を残す大地に、鞭打

たれたカトリック信者の身体を見ることはできない

だろうか.また、“draw"という言葉には‘後述する

が、処刑された遺体から内臓を抜くという意味があ

り、これは当時カトリック信者を処刑する際に、必

ず用いられた方法なのである.

カトリック信者の迫害のイメージは、;欠行第5行に

引き継がれ、キリスト者の「痛み」を通して証しさ

れる、神の子イエスの「痛み」へと展開される.第2

スタンザを見ょう.

He Pelicans， he Phenix fate doth prove， 

Whom flames consume， whom streames 

enforce to die， 

How bumeth bloud， how bleedeth bur凶ng

love? 

C阻 oneinflame and s加 ameboth bathe and 

frie? 

How could he joine a Phenixfiery paines 

In fainting Pelicans still bleeding vaineげ

このスタンザに見られるペリカンと不死鳥のイメ

ージは、サウスウェルが父に宛てた書簡にも見られ

るもので、 9いずれもキリストを象徴する.親ペリカ

ンは、自分の胸をロぱしで傷つけて、ほとばしる血

を注ぎ、死んだ雛を3日後に蘇らせるという。イタリ

アでは14世紀頃から‘このペリカンをキリストの十

字架像のよに描く図像が多くなるのだが、このよう

にペリカンは犠牲としての死をもって、人闘を救済

するキリストの象徴である。 10

自らの灰から再生する不死鳥もまた、復活の栄光

に輝くキリストの象徴であるが、プラーツは、イヱ

ズス会の創立者聖イグナチオが帰天した擦に造られ

たインプレーザに、不死鳥が描かれており、 Inacio

(イグナチオのスペイン語形)の地口である"mueroy

nacio"(我は死に、而して生まれん)という言葉が務

えてあったことを指摘する。問じく創立100年を記念

して刊行された『イエズス会の百年像~ (1640年)に

もまた、イエズス会殉教者を象徴する、I1Jられたざ

くろと、幾度も再生する不死鳥の「積み薪」があっ

たという。 11サウスウェルは、こうしたイヱズス会独

自の伝統からこのイメージを得たのかもしれない。

さて、この第2スタンザでは、血を流すペリカンと

炎に包まれる不死鳥のイメージが、それぞれ関連す

る動詞表現を取り替えることによって繋がれて、不

死鳥の火のような痛みと、瀕死のペリカンの運命が

キリストにおいて一致することが、巧みに構成され

ている。

"Christs bloody sweat"は、従来、獄中詩と誤っ

て伝えられた時期があったとされるが、それほどま

でに、この詩は、カトリック信徒が耐え忍んだ身体

jflJの痛みのリアリティーを表現していて余すところ

がなく、キリストの受難と、それに与る英国カトリッ

クの受難が、二重映しになっている。獄中、後述す

るトップクリフの手で苛酷な拷問を受け、全身の血

が逆流するような「痛み」を経験したサウスウェル

は、かつて自らが書いた不死鳥の"fierypaines"がど

んなものであるのかを身をもって知ることになるの
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である.

カトリック信徒が拘留されていた監獄では、既に

拷聞を受けた仲間を見せしめのために、まだ尋問を

受けていない他の信徒と一緒に収監することがあっ

たというが、 12監獄内での惨状は、様々な形で監獄外

にも伝えられており、サウスウェルも逮捕される以

前から、トップクリフの拷聞の恐ろしさは十分知っ

ていたのである.13このようにキリストの体において

統合された不死鳥とペリカンは、迫害されるカトリッ

ク信徒の体においても実現される.第3-4:スタンザを

まとめて見ょう.

Elias once to prove gods soveraigne powre 

By praire procur'd a fier of wondrous force 

That blood and wood and water did devoure， 

Yea stones and dust， beyonde a11 natures 

course: 

Such fue is love白紙feddwithgoη， bloode 

Doth bume no lesse then in the dryest woode. 

o sacred Fire come shewe thy force on me 

That saαifice to Christe 1 maye retome， 

Ifwi血eredwood forβtell fittest bee， 

If stones組 ddust， yf fleshe and blood wi11 

bume， 

1 withered am and stonye to a11 good， 

A sacke of dust， a masse offleshe and 

bloode.14 

第3-4スタンザでは、キリストの脇腹から流れ出る

血と水、そして不死鳥の「積み薪Jが、全能の父な

る神から派遣される聖書震の火によって燃え上がる。

聖霊の火は、ここで神の震とされており、 「思恵J

は、 「自然Jの法則"naturescourse"を越え、拷問に

苛なまれて木とも石ともつかないまでに感覚を喪失

したカトリック信者の「身体」を、キリストの犠牲

に倣って奉献し、焼き尽くすのである.

厳終行の"amasse offleshe阻.dbloode"は、

Schtenが主張するように、カトリックの聖体祭儀(ミ

サ)を象徴しており、 15責めさいなまれて肉塊となっ

た身体を変容させ、丁度カトリックのミサにおける

パンとぶどう酒が、聖変化を受けて「キリストの体」

となるのと同様に、カトリッタ信徒の身体もまた、

変容されてキリストに一致するのである。

メアリ時代の迫害i立、 6年間の治世で300名以上に

上るプロテスタントを異端者として焚刑に処したが、

同じ殉教でも、エリザベス時代のカトリック殉教者

とは、以下の点が相違するというMuellerの指摘を引

用してみよう。

The Catholic ontology centered in the 

conveyance of Christ's physica1 body into the 

believer's physical body through the mirac1e 

of transubstantiation. The pri凶 t's ritua1 

consecration of the bread and wine produced 

and made available白ecorporea1 rea1 

presence. By contrast， displacing the crucia1 

site of human access to divinity from the Mass 

to the stake， the Marian pro旬S句ntontology of 

presence centered itself in the physica1 body 

and agency of the believer. It invoked no 

minac1e， only血eworkings of natural 

proceesses of dissolution and transmutaion. 

Yet as it bumed for failing to be1ieve in血e

mirac1e of transubstantiation， the m訂 tyr's

body experienced just such a miracle.16 

カトリックの存在論は、ミサに於ける実体変化を通

してキリストの身体を信仰者の身体に譲与する。こ

れに対してプロテスタントの存在論は、ミサに於け

る実体変化を否定したために、キリストの身体を信

仰者の身体に譲与するのは、火flll台における変容で

あるという。 JohnFoxeの大響、 Actsand

Monumentsl立、メアリ時代のプロテスタント絢教者

列伝であるが、ここで描かれる火刑台の身体{立、単

に自然法則に従った物質的変化を受けるに過ぎない

が、プロテスタント殉教者の身体と信仰によって、

カトリックの実体変化と同じ変容を受けるのだと言

う.

これに対し、サウスウヱルが"Christsbloody 

sw回.t"で描いた、カトリック信仰者の身体は、痛み

を担う物理的身体性が、ミサに於ける実体変化の身

体性を過して、キリストの身体に変容され、信仰者

の身体にキリストの身体を贈与する。カトリック聖

体祭儀における実体変化は、聖体拝領するカトリッ

ク信仰者の身体性変容を説明するだけでなく、キリ

ストに倣って殉教するカトリック信仰者の身体の変

容も説明するのである.

43 
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さて;欠章では、エリザペス治世下のカトリックが何

故ここまで苛詰な迫害を忍ばなければならなかった

のかを、考察することにしよう.

11.なぜ反逆者か

プロテスタント回数体制を確立したエリザベス治世

下のカトリック信徒は、ローマ・カトリックであっ

た姉メアリ治世のプロテスタント信徒と異なり、異

端者として火fftJにされるのではなく、政治犯として、

反逆者に科せられるのと同じ、最も苛酪な処刑を受

けていた.カトリックを反逆者として処刑したのは、

1570年、当時の教皇ピウス5世が、教書Regnansin 

excelsisで、プロテスタント国教体制を樹立したエリ

ザベスを破門した事実に端を発する.少し長いが、

英窟宗教改革以後の英国カトリック史を理解するう

えで、重要性が高いので‘以下に引用する.

日.resting upon the authority of Him…upon 

this supreme justice-seat， we do out of the 

fullness of 0町 apostolicpower declare the 

foresaid Elizabeth to be a heretic and favourer 

of heretics， and her adherents in theロJ.atters

aforesaid to have incurred the sentence of 

excommunication and to be cut off from血e

unity of the body of Christ. 

And moreover [we declare] her to be 

deprived of her prentended title to the 

aforesaid crown and of alllordship， dig凶ty

and privilege whatsoever. 

And also [declare] the nobles， su吋ectsand 

people of the said realm， and all others who 

have in any way swom oaths to her， to be 

forever absolved from such an oath and from 

any duty arising from lordship， fealty and 

obedience;阻 dwe do， by authority of these 

presents， so absolve them and so deprive the 

same Elizabeth of her pretended title to the 

crown and a11 other the abovesaid matters. We 

charge and command all叩 dsinglu1aτthe 

nobles， su吋ects，peoples and others aforesaid 

也atthey do not dare obey her orders， 

mandates and laws. Those who sha11 act to the 

contrary we泊cludein the like sentence of 
17 excommunication. 

エリザベスは異端者であ仏教皇権によりカトリッ

ク教会から破門されたのであるから、国王として持

つ一切の特権を失うこと、また英国国民は女王に対

する臣従から解放されるばかりでなく、彼女の命令

や法律に従う必要はなく、女王に従う者もまた、異

端宥として破門されることをE宣言したのである.こ

の教皇文書は、国王廃位権と臣従義務からの解放の

点で、政治‘外交上の大打撃となり、大陸カトリッ

ク亡命者のうちで指導的な立場にあった、枢機卿

Wil1iam Allenをして、 Regnansin excelsisはピウ

ス5世と共に墓に入ったのだと後に言わしめた程のも

ので、 18この後、 1850年lこ‘英国カトリック位階帯j

が復興するまで、英国におけるカトリック迫害、及

び偏見の根拠として長くその悪影響を及ぼした.

更に状況を悪化させたのは、これから10年後の

1580年、イエズス会士EdmundCampionと、

Robert Personsが英国宣教に派遣される際、二人の

室教活動が、英国国内でカトリック復興を企てる政

府転覆等、政治的意図を持たないことを明確にする

ために、時の教皇グレゴリオ13世が、教義文書

Explanatioを出し、問題の教書Regna則的

excelsisl立、情勢が現在のままであれば(rebussic 

stantibus)、英国カトリックに対して拘束力を持つも

のではないとしたことである。 19

多くのプロテスタント論争家が指摘しているよう

に、仮に万一、何らかの形でカトリック艶力による

英国侵略が成功した暁には、この教書RegnωlSin 

excelsisが効力を持ったであろうことは想像に難くな

いし、教皐庁が当時、国王廃位権一般を主議してい

たのも事実なのである.実際、 Explanatioは、

Regnansinιcelsis自体を廃止したのではなく、た

だ単にその執行を延期したにすぎないのだ。 20

従ってこの文書は、カトリック当事者の意図とは

全く逆に、カトリックは、自分違の努力固めができ

ないうちは臣従するが、一旦勢力が確立した際には、

教皇に忠誠を誓って自国の国王を廃位するのではな

いかとするプロテスタン卜論争家の逆攻勢を浴びる

結果を招くことになってしまったのである。

こういった歴史的経緯から‘英国圏内のカトリッ

ク信徒は、プロテスタント国教を奉じないという宗

教的理由ではなく、政治的理由で弾圧を受けていた
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訳である。この他の背震としては、i)メアリ時代の

プロテスタント迫害がキリスト教会勢力からの反感

をかった教訓が既にあったこと、 ii)カトリッタ有力

貴族をはじめとして、圏内で潜在的なカトリック勢

力がどの位存在するのか不明であった点、吏に最大

の原因として、 iii)スペイン、フランス、神聖ローマ

帝国をはじめとする、当時英国の外交ょの敵国が全

てカトリッタ勢力であったため、宗教よの理由で迫

害をしていることになれば、これら外国勢力からの

侵略を招く結果につながる点が挙げられよう。また、

当時英国宣教と、大陸カトリック亡命者の外交政策

の護任者であった前述のアレンらは、外国勢力と計っ

て英国侵略と、ヱリザベス廃位を企ているとされて

おり、英霞に派遣された宣教司祭にその意図がなく

ても、有事の際には、これら司祭を政治的意図で使

う可能性があったらしいのである。 21

このように大陸カトリッタの一部が暴定して企て

たパピントン陰謀事件など女王暗殺、政府転覆事件

が発覚する(もしくはでっち土げられる)度、また、ス

ペイン無敵艦隊等、大陸カトリック勢力の侵攻の皮

に、カトリックを取り締まる厳しい法律が制定され、

圏内カトリッタは議#の受難を忍ぶことになるので

ある。

加えて、従来、反プロテスタント勢力の急先鋒と

されていたイエズス会の存在が、英題カトリッタの

政治的立場を複雑にする。イエズス会i誌、その創立

の目的が、司祭の司牧活動(minis位y)であり、 22当初

からプロテスタント宗教改革に抵抗する目的で設立

された訳ではなかったおにもかかわらず、閉会が、修

道会会員が重立する清貧、貞潔、従i績の饗願の他に、

第4の誓願として、宣教に闘して数皐へ特別な従)1慣を

誓う毒事を加えていたために、 24宗教改革で混乱するヨ

ーロッパで、教皐の世俗権の推進勢力として見なさ

れていたのである。

イヱズス会の中でも、英国宣教については様々に

意見が分かれており、第4代総長EverardMercurian 

は、英国宣教に反対、 25;欠代総長ClaudioAquaviva 

はアレン支持であったためこれに賛成し、 26サウスウェ

ルとガーネットを英国宣教に送り出すのだが、それ

でもアクアヴィーヴァは、キャンピオンが反逆者と

して処刑された1581年以降、英国イエズス会士に対

し、一切の政治的関与を禁止しているのである。 27

いずれにせよ、圏内では禁忌のカトリック宣教司

祭を養成していた大陸各地の英国学寮1立、その大半

tJ$イエズス会士にその選営の箆佳を委ねており、菜

園宣教司祭が敦皐庁、カトリッタ大圏、そしてその

「手先」のイエズス会のスパイであるとの誤解を受

けてしまったのである。英国圏内で何らかの陰謀率

件が発覚すると、これら英国学寮が、その策謀の拠

点になっているのではないかとの疑いを持たれるこ

とさえあったのである。お

このように、創立者の意図とは裏腹に、政治的に

非常に微妙な立場にあったイヱズス会ヘサウスウェ

ルが入会したのは何故だったのだろうか。生楽観想

的な魂と感受性を持っていた彼は、一時期、イエズ

ス会のような活動修道会ではなく、祈りと黙想の修

道主主j請を強く求めていたのである。結局、被Iま観想、

修道会であるカルトジオ会ではなく、活動会のイエ

ズス会を選んだのだが、これは、自分の肉親に秘跡

執行など、胃祭として司牧(mi出 try)の窓みを施し、

英国にカトリックを宣教したかったためなのである。

29活動と観想のこつの道で迷っていた10代の裁の動

揺を、彼は後になって、以下のように回想している。

番簡から、一部引用してみよう。ここでブルーノの

船といっているのは、カルトジオ会、イグナチオの

紛とは当然、イエズス会を指す。

京市ilestill uncertain about my vocation， I was 

tossed to and fro by various int釘 iorimpulses， 

wavering between the bark of Bruno and that 

of Ignatius， yet was unable to reach either， 

being well-nigh drown自dby the beating waves 

of temptation. Then shaping a more prudent 

course， 1 frequently sought the advice of my 

soul's physician. H邑， with repeated 

arguments，己xhortedme to follow steadily my 

first vocation， which was to the Society. In 

this way he calmed for awhile my interior 

tumult of soul， yet not 80 thoroughiy but that 

on leaving him some new storm would buffet 

my mind with not less fury than before.30 

こうしたサウスウェルの切なる願いにもかかわらず、

故国に戻った彼を待ち受けていたのは、索封家であっ

た父が、一家の安全と財産を失うことを恐れるあま

仏海外でカトリック司祭の叙踏を受けた実の息子

に会うことにさえも危慎を覚えるという現実であっ

たのである。 31後に英国で宣教活動の経験を積み、カ
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トリックの震かれている危険を熟知したサウスワエ

ルは、人生の困暮れ時を迎える父に、彼と彼の魂を

気遣う繋簡を送っている。

しかしながら、サウスウェルのもう一つの騒いー

殉教への望みーは聴きとどけられ、英国で成就する。

修練織の霊的自Eまから引用してみよう。

If God who knows man's misery， still wishes 

to lengthen my life…and to exercise me still 

further in this valley oftears， then let toil 

come， let come chains， imprisonment， torture， 

the cross of Peter姐 dAndr思w，仕legridiron of 

Lawrence， the flayer of Bartholomew， the 

lions of Ignatius， all things in a word which 

can possibly come. Indeed， my d巴arestJesus， 

1 pray from my he訂tthat也eymay come， and 

Thy wounds and the suff.思ringsof Thy Saints， 

by Thy merits and by theirs， I most humbly 

beg that也可 maybegin now at this v記巧

moment when 1 am writing， and last unti1 the 

very end of my life. For Thy sake allow me to 

be tortured， mutilated， scourged， slain and 

butchered I refuse nothing， 1 will embrace 

all， 1 will endure all， not indeed 1， dust and 

ashes as 1 am， but Thou， my Lord， in me. 32 

後述するように、イエズス会の習慣で、毎晩朗読

されていたローマ帝国時代の殉教者の名前がも 「諮

聖人の逮祷」のように並んでおり、 10代の若者の一

途な志が伺えるが、修練期に審かれたこの霊的日誌

には、サウスウェルが後に英国で執筆することにな

る誇のモチーフが既に散見される点で、興味深い。

m.英国宣教前の ArsMoriendi 

さて、本セクションでは、殉教を望むサウスウェル

がどんな死の黙想をしていたのかを、英国宣教出発

前の時期に焦点を当てて見ることにしたい。

Martzも指摘するように、サウスウェルが、死の

黙想をする際の集中力には、驚くべきものがあるおと

いう。これは、イエズス会士サウスウェルが、修道

生活と黙想の指針としていた聖イグナチオ・デ・ロ

ヨラの『霊操』第1週で説明されている「場所の設定」

に基づいた罪者想をしているいることにその理由を求

めることができる。~璽操』でいう「場所の設定j

とl立、観想したいものの物的場所を想像の自で見る

ことであり、 34イグナチオの「場所の設定」が、彼の

詩にリアリズムと"physicalimmediacy"を与え、苦

しむキリストと黙想者との聞に感情的一致を達成す

る効果をもたらしているという。 35では、サウスウェ

ルは『霊操』の「場所の設定Jを用いて、死をめぐ

り、一体どんな黙想をしたのであるうか。

当時イエズス会の習慣によると、毎晩夕食の際に、

RomanMarりlTologyが読まれていたことが知られて

いる。 36前述のように、 AlIenをはじめとするカトリッ

タ大陸亡命者が母国宣教司祭養成のために創設した

Douai、Rheimsをはじめローマの英国学寮は、当初

から主にイエズス会士の監督下に置かれており、イ

エズス会のこの習慣が学寮でも踏襲されていた。ま

た、これら学寮で養成されて英国宣教に赴いた司祭

の殉教の模様は、学寮に逐次報告されて、後に続く

神学生違の模範となっていたのである。 37

サウスウェルが英国に出発する以前に殉教したロー

マ学寮出身の司祭は、 RalphSherwin (1581年没)、

Luke Kirby (158怒芋没)、 JohnShert (1582年没)、

Thomas Cottam (1582年没)、 WilliamLacey 

(1582年没)、 WilliamHart (1583年没)、 Thomas

Hemerford (1584年没)、 lohnMunden

(1584年没)、 GeorgeHaydock (1584年没)であり、

38これら司祭のうち幾人かは、後述するアレンの著作

ABriφHistorielこ、逮捕、拘留、拷問による辱問、

そして不当な裁判の報告と、殉教の模様が収録され

ている。 39

ローマ学寮出身ではないが、イエズス会最初の英

国絢教者EdmundCampion (1581年没)もその影響

を忘れてはならないであろう。咽サウスウェル修練期

の指導司祭であったパーソンズは、 41このキャンピオ

ンと共に英国宣教活動をしており、修道生活の霊性

を方向付けるよで重要な時期である修練期に、会の

最初の英国殉教者を直接知るパーソンズから彼が受

けた影響は大きかったに相違ない。

さて、このサウスウェルとの続交も深いパーソン

ズは、 1581年、 DePersecutione Al~glicana 

Epistolaを出版し、英国でのカトリック迫害の様子

を大陸に知らせることに成功した。問書については、

直ぐにフランス語、ドイツ語、イタリア語、英語と

各国訳訳が次々に出版されて、大陸での広報活動に
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効果をよげたという。担

これら各国語訳のうち1582年ローマで出版された

ラテン語版には、英国殉教者の受幾を描いた銅版画6

枚が収録されており、これを基に、 1583年には

Nicolo Circingnaniが、ローマ英国学寮の礼拝堂に、

ローマ時代からエリザベス時代にいたる英国殉教者

の受難を物語るフレスコを完成させている。 43現在学

寮に残っているのはオリジナルではなく、当時この

壁画を模写した板函(Jo担 nesBaptista di 

Cavallieri， Ecclesiae Anglicanae Trophaea 

(Romeヲ 1琵4))からのレプリカである。退色して、

ほこりっぽい感じの背景に浮かび上がるエリザベス

時代のカトリック殉教の模様は、反逆者として処刑

されることを宣告する判決文に繰り返される

"hanged， drawn， and quartered地描いており、技

術の稚拙さを越えて生々しい。

サウスウェルが英国宣教に出発するのは‘ 1586年

であるから、当時まだローマ学寮にいた彼は、礼拝

堂に描かれたこの壁画を黙想の糧としていたに違い

ない。 r場所の設定」の方法を用いて、いずれは自

分が赴くであろう英国宣教と、殉教の覚悟を日々憲章

成していた筈である。

パーソンズの後を受けて1582年には更にアレンが、

A Briefe Historie of the Glorious MarちITdomof 

XlI Reverend Priestsを著した。この中から一例と

して、 1578年2月に殉教したカトリック司祭John

Nelson(こついての記述を見てみよう。悶警には、ロ

ーマ英国学寮出身の司祭の記録が幾っか収録されて

おり、印刷されて本になる以前にも、殉教の模様を

伝える英国からの書簡が、各学寮で回覧されて、前

述のように夕食時の朗読として使われていた可能性

が高い。

And so the hangman being will邑dto dispatch， 

M. Nelson praied a litle while to himself， and 

then requested such of the assembly as were 

Catholikes to pray with him， ThαtCHRIST by 

the merites of his bitter PASSION would 

receiue his soule into euerlasting joye. When 

the carte was drawen away， a great number 

cried with loude voice， Lord， receiue his soule. 

He was cut downe before he was half dead， 

dismembred and ripped vp， and as the 

hangman plucked out his hart， he lifted him 

self vp a litle， and as 30m昌也atstode nere 

report， spake these wordes， 1 forgeue the Q. 

and al that wer阜 causersof my death. But 1， 

though 1 saw his lipps moue， yet heard not 80 

much and the h畠ngm姐 hadi討orii討blowes

at his head before he could stricke it of. 1五s

quarters were hanged on fonre [sic. foure] 

gates of the citie， and his head set vpon 

London司 Bridge:.，，44 

処刑前、その場に居合わせたカトリック信者に祈

りを請い、迫害者の魂にも祈りを捧げたよで、キリ

ストの受難に倣い殉教するカトリックは、耳IJ吏の手

で、絞首され、内臓を抜かれた後で、四肢を切断さ

れるという。この公開処刑の方法は、殉教者の記録

に繰り返し現われる儀礼である。ロンドンで処刑さ

れた場合には、首と四肢が、ロンドン橋と市内4ι箇所

の門に晒されて、殉教者を崇敬するカトリッタ信者

が密かに巡礼したという。 45

ミシェルフ・フーコーは、その著作『監獄の誕生』

の冒頭で‘フランス18世紀における反逆者の処刑の

様子を生々しく描写した後、反逆者の身体に行使さ

れる暴力が苛酷を究め、受刑者の死後も執ように行

なわれたのは何故かを以下の様に考察する。このフ

ーコーの分析は、女王暗殺陰謀をはじめとして、反

逆者として処刑されたエリザベス時代のカトリック

処刑についてもそのまま当てはまる。

したがって身体罰IJは法律的一政治的な機能をもつ

のである。いったんは傷つけられた君主権を再興

するための、それは一つの儀式だと言えよう。そ

れは君主権を完全な牽#しさのなかで顕示しつつ、

それを復活させる。…公開される処刑というもの

は、蝕まれたのちに回復する権力がいとなむ一連

の大がかりな祭式全体(たとえば戴冠式、征服した

都市への国王の入械式、反乱を行なった臣下の降

伏式)のなかに組込まれるのであって、君主を軽ん

じた犯罪にたいして万人の面前で無敵の力をふる

うわけである。 …すなわち、 i去を侵すことで犯罪

者[=法律違反者]は君主の人格そのものを傷つけた

わけであり、その人格こそが、一 被処刑者の身

体につかみかかって、熔印を押し付け、打負かし、

痛めつけたその身体を見せつけるのである。した

がって処罰の儀式は完全に《戦懐的》である。 46
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フーコーは更に、反逆者の身体刑は、拷問ととも

に、損われた国王権力を回復するだけでなく、真理

を明らかにする機能を兼ね備えていた点を指摘して

いるが、 47この点もまた、エリザベス時代のカトリッ

ク弾圧にも共通していることが、アレンのよ掲書に

も見て取れる.アレンは、エリザベス異端政府が、

待問、糾問宣蓄などの手段を使用して、法律で処罰

の対象となる過去の行為や言葉ばかりでなく、心の

秘密を知るという、本来は教会だけが保有する軍的

権限を第奪していると批判する.咽

... al the world see our ex'仕emecalamitie， 

that are punished euen by most cruel and 

i酔.ominiousdeath， not onely for our 

pretended d巴唱des，wordes or any exterior 

actes， which onely紅 epunishable by mans 

lawes， but for our very∞gitations gathered by 

false suppositions and vndewe me油 s・…God

him self that do白 abouemans law punish the 

trespasses euen of our hart， .・ 49

英国コモン・ローに反する持聞という非合法的権力

を使って、 50.本来ならば聴害事司祭のみが知ることを許

されている良心の秘密、真理を私物化していると批

判しているのである。アレンの糾弾は更に続き、カ

トリックは、教皐軍が英国侵入した場合等、実際に

あるかとどうかも分らない想定の下、将来犯すかも

しれない罪の可能性だけで処罰され、また、実際の

行為がなくても‘女王にたいして、 ill-affectionや、

ill・dispositionがあるとされるだけで、処罰されると

いう.これらは、いかなる園の法体系によっても、

処罰の対象となるべきものではないと彼は主猿する。

同書からの引用を続けよう。

Godhim self…yet chargeth no m阻 nor

searcheth阻 yman for the time to come， nor 

for sinnes出athe would haue committed， or 

mightorw巴relike to haue committed if he had 

liued， or had had such occasions， prouocations 

or tentations as other men， or he might haue 

had.…we must be farther demaunded by 

authoritie， othe or torment， what we will do in 

such and such cases to come， or perchaunce 

neuer to come.…they are condemned of a 

fault or crime of their hart or cogitation，…il 

affection or il disposition to出eQueene.51 

このようにエリザベス政府が行なっているのは、法

執行ではなく、 j去の侵犯を強制するものであり、 52重量

然的推論を勝手に積み上げて反逆罪を提造するもの

である匁というアレンの主張は、その妥当性をLacy

Baldwin Smithの研究で確認することができる.こ

の研究によると、チューダ一時代の大逆罪の定義は

極めて暖昧で、殆ど全ての言葉、行為を包括し得る

ものであり、アン・ブーリンの場合もそうだが、大

逆罪の判断基準は、実際に反逆罪を犯したかどうか

ではなく、国家にとって危険かどうかに左右される

ことが多く、反逆罪を立証するには、隠された悪意

や、反逆的窓図があれば十分だったのである.54「神

は真実な方です。だから、あなたがたに向けたわた

したちの言葉は、 『然り』であると同時に『否』で

あるというものではありません。」という、 第2コリ

ント第1意18節の言葉が、 『然り』であると同時に

『否』であり得る人間の言葉に翻弄されるカトリッ

クにとって、これほど切実に響いたことはないだろ

う。

サウスウェルの元には更に、 1兜4年2月12自に処

刑されたローマ学寮出身の司祭、 GerogeHaydock 

の公判と殉教の自整談がRheimsのRichardBarretか

ら届けられている.55彼は学寮で、英国カトリックの

窮状を伝えるnewslettersを編集していたらしい.こ

れらのnewslettersl立、英国宣教ニュースのネットワ

ークを大陸各地の英国学寮に形成したが、本国では

William Cecilの知るところとなって、エリザベスに

長年仕えたこの側近を大い憤慨させたという。サウ

スウェルはこの編集に夢中になるあまり、かつての

指導司祭であったパーソンズから、 "TellRobert not 

to spend so much time in writing news-l巴恥rs，

but to get on with his studies"とたしなめられてい

る。 56

大陸と英国でのこうしたプロパガンダ合戦の問、

1585年には、ついに新立法によって、英国に生まれ

海外で叙階されたカトリック司祭、イヱズス会士は

帰国した場合に反逆罪として断罪され、またこれら

司祭を匿ったカトリック信徒も重罪とされることが

規定される。 57サウスウェルの英国宣教前年のことで

ある。学寮で、殉教の黙想を重ねてきたサウスウェ

ルが英国で体験したのは何だっただろうか。
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(Part IIに続く)

註

*;<主要雪察を執筆するにあたり、童話13間日東学術援興財

閣の効成により、口ーマ英園学寮を訪問する機会を

得たことを、ここに御礼申し上げます。尚、文中イ

タリックは全て本考の箸替により、引用文について

は隠則的に、現代語表記に直さず、サウスウェル独

特のphoneticspellingもそのままとする。

1.サウスウェルの生涯については、 Pie灯eJanelle， 

Robert Southwell the Writer: A Study in 

Religious lnspiration (London: She吋 andWard， 

1935)及びChristopherDelvin， The L(たofRobert

Southwell: Poet and Martyr (New York: Fa汀ar，

Straus and Cudahy， 1956)が詳しい。以下(0.8.)と

あるのは、!日暦を指す。

2. Nancy Pollard Brown， "General 

Introduction，" in James H. McDonald and Nancy 

Pollard Brown吋 S.The Poems of Robert 

Southwell， S.J. (Oxford: CI乱rendonPress， 1967) 

xxiii.以下、 Poemsと路し、サウスウェルの詩の引

用はすべてこれに依る。

3. Delvin 290. 

4. Janelle 69及びDelvin292. Helen C. White， 

"The Contemplative Element in Robert 

Southwell，"ηle Catholic Historical Review 48 

(1%2) 10-11. 

5. Poems18-19. 

6. John X. Evans， "The Art of Rhetoric and the 

Art of Dying in Tudor Recusant Prose，" Recusant 

History 10 (1970) 262. 

7. Nancy Pollard Brown， "Commen包qJ'ln

Poems 119. 

8. Poems 19. 

9. Robert Southwell， "Epistle unto His Father，" 

in Two Letters and Short Rules ofαGoodL俳.

ed. by Nancy Pollard Brown (Charlottesvill巴，

VA: The University Press of Virginia， 1973) 19. 

10.石原宏「イタリアに於ける『十字架のペリカン

図像』の普及Jイタリア学会誌40(1990) 118-144. 

イタリアだけでなく、英国においてもペリカン図像

iま知られていた。iJlJえItWiiliamShakespeare， 

King Lear m. iv. l. 74. 

11.マリオ。プラーツ『織想主義研究ーバロックの

ヱンプレム類奥ー~ (ありな望書薦、 1998年)116， 

311ラ 313.

12. William All記n，ABriefe Historie ofthe 

Glorious Martyrdom ofXII Reverend Priests 

1582 ed. by D.M. Rogers English Recusant 

Literature， 1558-1640 Volume 55 (Ald官rshot:
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